
標準穀計繁殖豚舎忙おける作業魂練調査  

井上正  大梓l慣也  奥山暴  

1．調奄≡地  西多摩郡秋多町瀬戸岡  

2．訴兼．地の一奴概況  

粥音曲は都心から西方40余km西多摩郡の東南端忙位傲L，多摩川，秋川忙挟まれ，  

東ほ多摩川をへだで，ぬ生町，掛ま壬こ日市町，日の出村忙旗し，由は秋川をへだでて八王  

子市，北ほ多摩川をへだてて羽村町，野砲市に夢；していろ。   

本地城の地形は㌧南佗秋川忙沿って右岸佗侠高已tI伽1余の秋jll丘顔㌧北は多摩川に泊つ   

て右岸＝に桓携乞O nnl余り葦北丘腰忙品まれ，中央に開けろ腺苗1βOm余の平坦な秋留   

台地む1日Oヘクタールは五日市町，日の出村に無していも。東西6km，塵北5・8km   

で商機は21．7ヰは，地跡ま秋南台地一掛ま決蹟層であち。   

矢掛ま，地域の中央欝を国鉄，五日市転があり」町内を6つのバス路銀が院醸していち。  

ら。簑ほ，都市化の遇塵常よって，男子従事者の政少から年々餅作班の減少を示しでおり   

桧耗ほ，肇栗座せ症とLて低利S8年以降伸展をみたがZ－3年来この仲も伴酬を来して  

おり，短慮ほ，従魂∈子わ戻坐撞が主体であったが．近年は肉畝生魔の増加をみていろ。  

B 碑育鹿履の闇灘   

11）家應灘伐と虎凍従事者  

鞭僧主（小1才）は，臨検年数1n年で．基幹労助力となつており，この他鱒僧主ク）   

啓が，耕作部門恢年赫㈲120日従事している外は経常主の子供2人と母の針5人の家  

族持戒であろ。  

ほ）軽桝乳地および傲別暑虜赦と廠㊨施設   

1）耕地は水田2ロa，畑15a，釆簡25aで，瀞フf巨細の真三蓉物はその大部分か，自  

家消費に仕向けられていろ。  

2）はん殖麻の的書■㌍規執ま，辞敷20欝櫓目途として，昭和ヰ＄年i．戻舎唾設以来贈諺‡忙  

努めているが，現状でけ，成蠣涙z B成し相凋礪1頭，育成触涙8鯛であろ。   



ヰ．調査対象豚舎の梢造の概婁（研造園別紙）  

区 男、   収零頭数  成序数   間口×奥行   屋根塑 媒体構造等   

分娩億層   1   lO   ウ．7mX2．7m   複列開放式，モニター覿   

群翻弄房   4・   6   ち．6mX2．7m   下郡ブロック仁上郡ナイ占ン∵ンート   

軒成涙湧   †   已   2．7mX2・7m   懸吊   

5．鋸杏綽果  

調香年月日   昭和44年9月2－4日   被検作者者  縫  ′営  主   

天  候  あ あ   飼  哺乳母此   射頂（37藤川乳）   

調査娩家住所  東京都西多摩郡秋多町瀬戸岡  華  成1址f涙   1¢が   

氏  名   bT氏   頭  成文拒滋   1譲   

掠舎の形式  な列，舶灘∴萌建摘骨   数  育成雌は   さ頭   

蔓剰乍醍別所婁噂偶と移紬虻塵  

単位  ・要  素  所・少 時 闇  歩 行 距 離  
勅／  分／  笹   m／  m／  

％   
備  考  

作染  作  1詣当り   全班当り  1上さL当り   盛q当り  

A   塊  鞍   砂 124．8  分秒 52rlD   ｝「  m  

25．576  63ロム   

糞  運 搬 殻 蛮   1ヰ．4   6∴）0  
出  2i16   61点   

し  用 具 準 備   6．一ふ   2．ヰー）  作  えゴ1包   57．8   

莱   計   
14・う．6   ら致．8  阜ワ．n  

B   給  水   30．屯   12．ヰ0   5ji4   1i－1．ー！   

文くゝ   水  洗   9．楕   4．nO  2月0   50．0   

水   旨十   
4・0．D   1▲も．5  7▼84   12．d  

C  拾粥難癖  9．6  4一．nn  ．48  12－0  

給  給 餌  3も．2  1ヰ．4n  1：i．14．4  ろ乞8．6  鱗  
作  よ・せ  乞■也．0  1・1．nn  7，62ヰ  100．6  業  

計  68．8  284∩  皆々．．g     手ブ1．a量8  5B】2  334  

．罪 汎 Ffl等   
そ  lβ．8   7．nO  ろ言う与   8巧．5   

の  責乱水洗手洗等   4▼8   ま．0（】  
四  1．12   須川  

言十   
21．1う   p．08  4一．4，6   l15・5  7．0  

A   ラーL     Ul   

2／l）．U  ■Jパ  日日．t川6  1．5uき．皐   

4．136▼■   10r〉  1（）0．0  

江 連劫場清掃時4BO秒（7■）  



凶面番号   勅怨記号∴   刻   作  美  内  容   備 考   

A－1  バ〕－（牟   

AM  
尺う2、8．5阜   戸軌鋤け，摘虫器の電源を切る。幕を観ける   

イゎー③－豆）  6．54一札5（）  ホーキで炭労」も1酉一束七描く   竹ホーキ  

払8東〝   

随3東′′   

帖4西〝  

rき）－（古）～⑥  聯鋼束帖6一群糾酋，軋6一群蹄西  

～（プ）  岨7一一酋軋8をホーキで掃く  

育成酋．軋9ウオーターカップの水を出す  

ホーキな帖q忙おく  

（、り～、、亘ノー㊥  3．！）9－・7．n2  ホーキ  

西 甑5東   とちり  

（ノ亘）－ゆ－里  辟紬射7 養摘鮎や．計小hか勘   とり  

Å－2  雨一瀕  7く1乞、刀．（jB  ホースをはずし，貼8紫グ）手前力く栓あける  

水を軸古に人れる。西側‰Qより押掴まで  

・：・J～（1弓〉～「i■め  7・tlさ‾－7イ川一  

（1い巧打頑   ワ．町中－7√）6  媚5無残輌を群亡ウ紬6暫．にあける  ‾らりと  

（ゐ一骨→価  ホーースなとり7k栓セあける。トb．両独水隆あけ  り  

ろ。軋4憾の前のバケツ佗水を入れる   ⊥＋ミう十十  

7∫1巧－－7√IR  N且5吏 軋芝釆 帖1薗忙水を入れろ   ／ケツ  

ri奄、俄一偏）  ワ・口8～7．いう  祷軋障佗行き配灘樺川リ－′レで餌を入れる  

嘩い極打倒  血1東．トb8更 他3充 Nn4西  1．5杯  

■；：む－唾  卜h5東独5酋軋6東m6薗  

払7函N▲ワニ東払8西「もq東  

‰Q岡地Q東～菌軋8西皿8東  

水栓あけ注水  

A・－3  ・事一挙卜郎  7．13－〉715  抽8酋から蹄輌まで在役．  

十－i十  Nユ7西一束絵絹甑6南「■軋6衆  

甑5西■一札5東他8漬（  え人麦砕  

唾－⑲  7・15・－717                                  恥2東 Nal西 仁王坤躍佗配御車入れろ   大豆用  



殴l面二番号－   時 刻 し  作  業  内  容  備 考  

尊卑へ＠  7・lワリ・1亡う才子似由斜御宿 ポールBつもち 帖1東   

小山閤・随5西  

¢－⑳→通  蹄終膵佗反りバケツを取り軋4東水栓で注水  

⑯、噛～㊧．7・lβ叫・LQく軋8東 軋2売 捌膏忙入れろ  

㈲－樽～⑳  1孤鶴車，シヤベ′レ用語，ニンジンの喪をもち  

て軋5染陀入れろ。  
【  

⑮～¢、㊥  7・1q～7・Mリシヤべ′レで執醜車Kポロ出し ‰1西  

⑳、⑳～ゆ   払1東札2昇池3栗貼摘‰5西  

ー⑳  l帆5東 砂酪額を才1・し堆肥窮へ  

轡～＠－⑳ 7・已4～＝d帖9まで行料好からポロ出し帖1文一帖8酉  

噛～婚～⑰   【N。咽 甑・糊 眈町敢 ウオーターーカツフ・   ㊧～鰻～ゆ 7乃0－78B；の水を流す   i ⊇帖7東通掛ら・甑8西へ孤鮒酬【ゝ4．の郎  
jホーキとちりとりでNu6一札ワ一帖8酉の通  

7・B2ザ・341猪忙こぼれた研な軌摘花入れろ。  
l  

岨－ゆ、亀p  l恥8東の水絵をあけ通絡をホースで水洗い  
l  

弓～⑲  78ヰ可・椚1N㍍‘I涙雨前諦鎧まや㌔り水密なとめる  

ゆ－㊥－⑯  ！ごみとりホーキで軋7西 独ワ東 ポロとり  

⑲瑠  i芸忘≡：二：：？：みと。をおき軋卓酋シヤ  
巨  
fベルでポロとり  

6夢－ゆ－馴  ・ま堆肥雛行きシヤベ′レ辛かおく  

）  

休み 慧慧㌫芸  
′（鵬邦托れら速戒壇把出す）彗とる約1時  

7・ヰ5～   ㌻㈲帖7－Nユ6育耳の柴をかき乍；．める  

励～㊤  

12・50怪あけ  

㊤～（忠一何12・5ち－1ろ・1亘孤編重用寮軋8の前におく  ホーキ，シヤベ  

～⑨  ヲルおとり‰2東 竹フ声－キではく  

樹｝耳・  】帖8東ソヤべ′レで訴をよせ触鮨車忙入れる  



泡融奄・琴  i劫鴇記号   時 刻   一 作  菜  内  容   僻 考  

くすi～（む－（彰  貼4酋 軋5西【も¢菜（許弼）娠7東  

ー¢キ）～⑩  トム6薗 甑171暫  

⑯～郎｛凝  払8蕃†帖9摺 仏g東 池8黙 軋ワ東  

叫㊥～再ト  軋5博吉 一心3讃：トh仁束  

⑯－⑬－す争  】．且1‡5・－13．1¢  ‰1西  

⑯－餞  堆肥境へシャベル手人後投棄，鉢鮨単  

⑩一命   

1314′－1こ弓．1ら  竹林ーキで手入  
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